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跡
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園
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６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
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代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
跡
左
京
四
条
七
坊
東
端
部
に
あ
た
る
。
南
都
随

一
と
う
た

わ
れ
た
旧
大
乗
院
庭
園
の
池
が
現
在
も
そ
の
姿
を
と
ど
め
、
国
の
名
勝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
奈
良
文
化
財
研

究
所
で
は
、
帥
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
庭
園
整
備

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、　
一

九
九
二
年
度
以
来
継
続
し
て
発

掘
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
過

去
に
も
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
二
・
三
四
。
二
六
・

三
七
号
）。

今
回
の
調
査
は
、　
一
連
の
発
掘
調
査
で
往
時
の
姿
を
現
わ
し
た
西
小
池
の
全

容
解
明
の
た
め
の
最
後
の
調
査
で
あ
り
、
北
池

。
中
池

。
南
池
の
三
つ
の
部
分

か
ら
構
成
さ
れ
る
西
小
池
の
う
ち
、
南
池
の
西
岸
か
ら
池
尻
に
か
け
て
の
部
分
、

及
び
西
小
池
西
側
に
想
定
さ
れ
る
庭
園
鑑
賞
施
設
や
御
殿
に
関
わ
る
遺
構
の
状

況
の
解
明
を
目
的
と
し
た
。
調
査
面
積
は
五

一
七
♂
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
西
小
池
西
南
隅
部
分
を
ほ
ぼ
想
定
通
り
に
検
出
し
、
従
来
の

成
果
と
合
わ
せ
て
約
六
〇
〇
ポ
の
大
き
さ
を
も
つ
西
小
池
の
ほ
ぼ
全
容
を
解
明

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
た
な
知
見
と
し
て
は
、
池
尻
か
ら
西
へ
排
水
施
設
を

設
け
、
堰
に
よ
っ
て
水
量
を
調
節
し
て
い
た
こ
と
、
南
池
東
岸
に
池
幅
を
狭
め

る
改
作
の
痕
跡
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
西
小
池
西
側
で
、

江
戸
時
代
後
半
の

『大
乗
院
四
季
真
景
図
』
に
描
か
れ
た
堪
雪
亭
に
相
当
す
る

と
み
ら
れ
る
あ
ず
ま
や
風
の
庭
園
鑑
賞
施
設
、
及
び
そ
の
南
北
に
取
り
付
く
塀

の
痕
跡
を
確
認
し
た
こ
と
が
特
記
さ
れ
る
。
塀
の
西
側
で
は
、
大
小
二
つ
の
水

溜
遺
構
を
確
認
し
、
堪
雪
亭
の
利
用
方
法
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
堪
雪
亭
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
こ
の
二
つ
の
水
溜
遺
構

の
う
ち
、
大
型
の
水
溜
遺
構
Ｓ
Ｘ
八
九
八
六
の
水
溜
用
桶
の
底
板
外
面
に
記
さ

れ
た
墨
書
と
焼
印
で
あ
る
。
桶
は
残
存
部
最
上
位
の
直
径
が

一
〇
五
～

一
一

〇
∽
、
底
面
径
九
六
伽
を
測
る
大
型
品
で
、
外
側
下
部
に
は
竹
製
の
籠
三
条
か

ら
な
る

「ぐ
い
編
み
」
が
残
る
。
桶
の
掘
形
は
検
出
面
で
径

一
・
三
ｍ
と
狭
く
、

必
要
最
小
限
の
大
き
さ
し
か
な
い
。
桶
内
の
埋
土
か
ら
は
、
桃
核

一
点
、
寛
永

通
宝

一
枚
が
出
土
し
て
い
る
。
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ま
牌

墨
書
は
、
桶
の
底
板
の
下
面

（桶
の
外
側
の
地
面
に
接
し
て
い
た
面
）
中
央
に

大
き
く
記
さ
れ
て
い
た
。
水
溜
と
し
て
設
置
す
る
以
前
の
逆
さ
に
伏
せ
て
保
管

し
て
い
た
段
階
に
、
用
途
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

焼
印
は
、
「水
溜
」
の
墨
書
の
右
側
と
下
側
に
そ
れ
ぞ
れ

「大
」
と

「乗
」

の
セ
ッ
ト
で
捺
さ
れ
て
い
る
。
大
乗
院
の
什
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ

′０
。
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水溜 SX8986検出状況 (西北西から)

「水溜」の墨書と「大」「乗」の焼印


